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作業環境管理は労働衛生の基盤

作業環境管理

作業管理健康管理

労働衛生教育

作業環境における危険有害
要因によるリスクを評価し、そ
の結果に基づき、主に工学
的な手法によって、リスクをコ
ントロールする

作業環境における危険有害
要因によるリスクを評価し、そ
の結果に基づき、主に工学
的な手法によって、リスクをコ
ントロールする

作業から発生する有害
要因を排除し、作業負
荷の軽減を図る

作業から発生する有害
要因を排除し、作業負
荷の軽減を図る

労働者が事業場に存在
する有害要因によって
健康障害を受けていな
いか、就業適正に問題
がないかどうか評価す
る。労働者の健康保持
増進を支援する

労働者が事業場に存在
する有害要因によって
健康障害を受けていな
いか、就業適正に問題
がないかどうか評価す
る。労働者の健康保持
増進を支援する

昭和３０年代半ば、世はまさに高度成長期。大阪や東京下町地区の履物製造事
業場や家内労働者を中心に重症な白血病患者ならびに死亡者が続発。これが
世に言う「ベンゼン中毒事件」である。この事件がきっかけとなり、昭和３５年、最
初の有機溶剤中毒予防規則が制定された。

作業環境管理
の重要性

「ローマの休日」でAudrey
Hepburnが履いていた
ﾍｯﾌﾟｻﾝﾀﾞﾙが大流行

局所排気装置等の
設置を義務化
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（沼野，「労働衛生」第18巻９号，昭和５２）

局所排気装置等

健康診断による
異常の早期発見呼吸用保護具

密閉化

代替え物質への転換

全体換気装置

作
業

作業環境管理 作業管理 健康管理



＜化学物質リスクコミュニケーション推進セミナー＞

4

化学物質による災害
の８割は、個別具体的
な措置がかかっていな
い物質で発生

新規届出化学物質数：
毎年1000物質ずつ増加

2030年までに、有害化学物質、並びに
大気、水質及び土壌の汚染による死亡
及び疾病の件数を大幅に減少させる



＜化学物質リスクコミュニケーション推進セミナー＞

5

健康診断の対象者（有機則・特化則）

ハザードに基づく
健康診断

ばく露の評価を
行って対象者を選定

リスクに基づく
健康診断

業務に常時
従事する労働者

日本 欧米

「仕様基準」
（個別規制型）

労働安全衛生法

実施義務を課す内容を
具体的かつ詳細に規定

日本

自主的・主体的な管理を阻害

「成果基準」
（自律管理型）

■「成果」に至るまでの手段は事業主
の裁量で決めることができる

■リスクの程度に応じ，費用対効果に
優れる手法を採用

結果責任
立入監査
摘発制度

■法規制内容の簡素化
■事業者に対する結果責任の追及

欧米

行政が目標を明示して達成を求める

リスクに対して，関係者がその制御のために極めて不合理な対処をしなけれ
ばならない不均衡が生じたときは，そのような対応をする義務はない。リスクが
より大きければ，危険低減のために相当の経費や手間を掛け，工夫をこらすこ

とは合理的なことであり，一方，リスクが小さければ，多大な出費を強
要することは，合理的でない。

イギリス作業安全衛生法「法が要求する義務」より

従来の制度は国家規制に依存しすぎており，個人の責任や自主性，自発的努
力は軽んぜられている。この不均衡は是正されるべきである。政府施策の役
割は，日常事象の微細な規定策定にあるのではなく，産業界自身による安全
衛生組織とその活動に影響を与える枠組みづくりにある。

「ローベンス報告」1972年

リスクアセスメント
の普及

リスクアセスメント
の普及

ハザード管理からリスク管理へ
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特化則、有機則で規制されている物質（123物質）の管理は５年後を目途に自律的な管理に移行
できる環境を整えた上で個別具体的な規制は廃止する
特化則、有機則で規制されている物質（123物質）の管理は５年後を目途に自律的な管理に移行
できる環境を整えた上で個別具体的な規制は廃止する

個別具体的規制個別具体的規制個別具体的規制

GHS分類で危険性・有害性が確認された全ての物質に
以下の事項を義務づけ

GHS分類で危険性・有害性が確認された全ての物質に
以下の事項を義務づけ

■危険性・有害性の情報の伝達（譲渡・提供時のラベル表示・SDS交付）
■リスクアセスメントの実施（製造・使用時）

■労働者がばく露される程度を国が定める濃度基準以下に管理
⇒達成のための手段は限定しない
⇒確認の具体的手段については、国がガイドラインで示す
■薬傷や皮膚吸収による健康影響を防ぐための保護眼鏡、保護手袋等の使用

自律的な管理自律的な管理自律的な管理

～職場における化学物質等の管理のあり方に関する検討会～

R7.4現在、約1600物質

or

orハザードの同定
（危険有害性）

ハザードの評価
（重大性）

発生確率の評価

リスクの見積り
（リスクアセスメント）

リスク低減対策
（リスクマネジメント）

組合せ
（比較）

ばく露限界値

ばく露量の評価

＜リスクアセスメントの流れ＞

局所排気装置を設置しているか？
制御風速を満足しているか？
定期自主検査は実施しているか？
作業環境測定を実施しているか？
特殊健康診断を実施しているか？
作業主任者を選任しているか？…



＜化学物質リスクコミュニケーション推進セミナー＞

7

ハザード（ｈａｚａｒｄ）
有害性・危険性

リスク（ｒｉｓｋ）リスク（ｒｉｓｋ）

化学物質が人や動植物の生命、健康、
及び健全な種の保存に対して、直接的、

間接的に好ましくない影響を与える性質

化学物質の有害性・危険性によっ
て、人や動植物に何らかの悪影響
を与えたり、火災や爆発によって、

危害を及ぼしたりする可能性

リスク

低 高

リスク（災害） ＝

負傷・疾病
のひどさ
（重篤度）

発生の
可能性

×

■どのぐらいの量（濃度）までなら、大丈夫なのか

■どのぐらいの量を摂取しているか
（どのぐらいの濃度の空気を呼吸しているか）

ばく露量
（ハザード）

危険・有害性
×リスク（健康） ＝
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■作業名：部品洗浄作業

■危険・有害性と発生のおそれのある災害

■留意事項：保護メガネ未着用

負傷又は疾病の重篤度重篤度

発生の可能性
軽度
〇

中程度
△

致命的・重大
×

ⅡⅢⅢ
頻度・可能性が高いか比較的高い

×
負
傷
・
疾
病
発
生
の

可
能
性
の
度
合
い

ⅠⅡⅢ
時々・可能性がある

△

ⅠⅠⅡ
ほとんどない・可能性がほとんどない

〇

装置部品の洗浄作業中、アルカリ溶液の雫が
目に入り、損傷する。

■作業場所：洗浄槽

ねずみの健康のためには、団子2個を超えないよう気をつけることが大事

無毒性量（閾値：いきち）＝悪い影響が出ない最大の量
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不確実性係数

＝１００

工場内で使用されている有害物質に関しては、作業環境測定
やリスクアセスメントなどによって、リスク評価が行われている。

ばく露量（濃度）が無毒性量（暴露限界値）より大きければ
人に影響が出るかもしれない

リスク評価
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ILOが中小企業向けに作成した作業者の安全管理のための簡易リスクア
セスメントツールをわが国で簡易的に利用できるようにWeb システムとし
て改良，開発したもの。化学物質の有害性情報，取扱い物質の揮発性・飛
散性，取扱量から簡単にリスクの見積もりが可能。

有害性厚生労働省版
コントロール・
バンディング 初 級

化学物質や作業に潜む代表的な危険性やリスクを簡便に「知る」ことに着
目した支援ツール。ガイドブックでは，化学物質の危険性に関する基本的
な内容に加え，代表的なリスク低減対策についても整理されている。

危険性爆発・火災等のリスクア
セスメントのためのスク
リーニング支援ツール 初 級

主にサービス業や試験・研究機関など，比較的少量の化学物質取扱事業
者に向けた簡易なリスクアセスメントツール。取扱い条件（取扱量，含有率，
換気条件，作業時間・頻度，保護具の有無等）から推定したばく露濃度と
ばく露限界値（またはGHS区分情報）を比較する方法。

有害性
危険性CREATE-SIMPLE

（クリエイト・シンプル）
初 級

簡易な化学物質の気中濃度測定法のひとつである検知管を用いたリスク
アセスメント手法のガイドブック。SDS交付義務対象物質のうち検知管で
検知可能な化学物質の一覧や検知管の原理などについても整理されてい
る。Microsoft Excelを活用した評価ツールに測定結果を入力することで，
簡便にリスクの見積もりが可能。

有害性
検知管を用いた化学物
質のリスクアセスメントガ
イドブック 中 級
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人材の育成（事業所内）人材の育成（事業所内）

◎化学物質管理者 ◎保護具着用管理責任者

【職務】

■ラベル・SDS等の確認
■RAの実施管理
■RA結果に基づくばく露防止措置の選択、
実施の管理
■各種記録の作成・保存
■労働者への周知、教育
■ラベル・SDSの作成（製造事業場の場合）
■労働災害が発生した場合の対応

１日（半）程度の講習で適切に
職務をこなせるだろうか…
１日（半）程度の講習で適切に
職務をこなせるだろうか…

【選任が必要な事業場】

■RAに基づく措置として労働者に
保護具を使用させる事業場
■作業環境測定の結果が第３管理区分
に区分され、作業環境管理専門家が
改善困難と判断した場合で、労働者
に有効な呼吸用保護具を使用させる
こととなったとき

【職務】

■保護具の適正な選択に関すること
■保護具の適正な使用に関すること
■保護具の保守管理に関すること

保護手袋の選定など、マニュアル
どおりには行かないことも…
保護手袋の選定など、マニュアル
どおりには行かないことも…

人材の育成（事業所外）人材の育成（事業所外）

◎化学物質管理専門家

【要件】

■労働衛生コンサルタント（労働衛生工学）で５年以上化学物質（粉じん）の管理
に関わる業務に従事した経験を有する者
■８年以上衛生工学衛生管理者の業務に従事した経験を有する者
■６年以上作業環境測定士としてその業務に従事した経験を有し、かつ、
厚生労働省労働基準局長が定める講習を修了した者

■そのほか、上記と同等以上の能力を有すると認められる者

全国194名、東北12名、
福島県1名

圧倒的に不足・高齢化…

（日本労働安全衛生ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会：R7.7．7）
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人材の育成（事業所外）人材の育成（事業所外）

◎作業環境管理専門家

【要件】

■「化学物質管理専門家」の要件に該当する者

■労働衛生コンサルタント（試験の区分が労働衛生工学である者に限る）又は

労働安全コンサルタント（試験の区分が化学である者に限る）であって、

３年以上化学物質又は粉じんの管理に係る業務に従事した経験を有する者

■６年以上衛生工学衛生管理者の業務に従事した経験を有する者

■６年以上作業環境測定士としてその業務に従事した経験を有する者など

【素朴な疑問】

「改善困難」の判断基準には、経済的な
要素も含まれるのだろうか？
（金さえかければ改善は可能だとしても会社
がつぶれてしまっては元も子もない）

■労働衛生コンサルタント（衛生工学）等が
社会的に広く認知されることが必要である

■大学、専門学校にインダストリアル
ハイジニストの養成コースを作る

＜認定インダストリアルハイジニスト（CIH）とは＞
CIHは ABIH（American Board of Industrial Hygiene：米国産業衛生専門家評議
会）による学会認定の資格で、国家資格ではない。ABIH 認定の所定プログラムを卒業し、
一定の実務経験を満たした者にだけCIH認定試験の受験資格が与えられる。CIH を取
得した者は労働安全衛生の専門家として処遇される。ABIH 認定のプログラムを設置し
ている大学院は全米で 20～30 程度あり、そのほとんどは公衆衛生学大学院である。
CIH の就職先は、製造業や建設業での労働安全衛生の管理者、労働安全衛生関係のコ
ンサルタント会社などが多い。また、行政官として労働安全衛生庁の監督官や基準策定・
政策担当として働く道もある。
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人材の育成（事業所外）人材の育成（事業所外）

「変わる、職場における化学物質管理」大前和幸氏
（日本労働安全衛生コンサルタント会労働衛生研修会：2022.11.6）より

化学物質製造・使用事業場⇒第１種産業医（仮称）
化学物質をほとんど使用しない事業場
⇒第２種産業医（仮称）

◎産業医

■ RA対象物質を測定分析する体制を整備する必要性
・作業環境測定士の再教育

・サンプリング機器・分析装置などへの設備投資

■ RA対象物質に対応する特殊健康診断・各種検査
（代謝物等）と実施

◎作業環境測定機関＆健診機関

ビジネスチャンス

◎理化学機器・保護具メーカー

ばく露管理への対応ばく露管理への対応

◎空調機器・ダクト工事

◎ソフト・アプリ開発
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信頼性を担保する仕組み
（認証制度等）が必要

SDSの信頼性SDSの信頼性

硅砂の主成分は
石英（発がん性：区分1A）である

■労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）の
導入促進（外部監査を含む）

■監督署ごとに相談窓口の設置

■産業保健総合支援センターの活用促進

◎行政による監視

■技術（化学）系の監督官等の育成

◎自主的取組みの推進

◎中小企業の取組み支援体制の構築

監視・支援体制監視・支援体制

第三者認証を前提とはしない

福島産業保健総合支援センター：https://www.fukushimas.johas.go.jp/
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■RAの手法及び実施結果
■RAに基づく措置の実施状況
化学物質の発散抑制のための方法 、
設備 、整備・点検状況、稼働状況や
保護具の選択 ・使用 ・ 管理状況含む

■労働者のばく露の状況

作業環境測定・個人ばく露測定結果等

■健康診断の実施状況

実施の要否は労使で議論し
事業者が決定

自律的な管理の実施状況

衛生委員会で調査審議（≧50人）

労働者の意見聴取（50人未満）

記録の作成・保存（３年間）

※健康診断結果は５年間
（発がん性物質：30 年間）

労使によるモニタリング

リスクコミュニケーション

リスクコミュニケーションの推進リスクコミュニケーションの推進

リスクコミュニケーションとは・・・

化学物質によるリスクに関する情報
をすべての関係者が共有しつつ，相
互に意志疎通を図ること。

環境リスクへの関心を持つ

情報の収集

説明会・勉強会などへの参加

情
報
量
の
ギ
ャ
ッ
プ

企業・行政
（化学物質管理者等）

一般市民
（作業者）

情報を分かり易く加工

誠意ある説明

説明会などの実施

時間の経過

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

成
り
立
つ
範
囲
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■産業医
■労働衛生コンサルタント
■作業環境測定士

化学物質リスクコミュニケーター（仮称）化学物質リスクコミュニケーター（仮称）

■衛生管理者（第1種）
■化学系学卒者など

怖いマークが付いて
いるけど、こんな恐
ろしい物を使い続け
て大丈夫なのかな？

このまま作業を
続けたら、将来、
がんになって
しまうのかしら？

難しい専門用語はなるべく使わず、誤解のないように
分かりやすく伝えることはとても難しい・・・

リスクコミュニケーション
の推進

「受け入れ不可能なリスクがないこと」

その時代の社会の価値観に基づく所与の条件下で，受け入れられるリスク

広く受け入れ
可能なリスク
広く受け入れ
可能なリスク

受け入れ
不可能なリスク
受け入れ

不可能なリスク
リスク小 大

許容可能なリスク

ALARP領域(As low as reasonably practical risk)

「リスクの存在を忘れていられる状態」

信頼関係があってこそ，成り立つ

「安全」の定義

「安心とは」・・・


